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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼
大
森
涼
香（
勝
山
南
部
３
）

山
内
茜
（
勝
山
中
部
２
）
横
山

紘
羽
（
勝
山
中
部
１
）
笠
松
青

夏
（
北
郷
５
）
清
水
蓮
人
（
北

郷
２
）

銀 

賞
▼
橋
爪
瑞
貴（
勝
山
中
部
３
）

永
井
ひ
か
り
（
勝
山
南
部
２
）

大
谷
慶
喜
（
勝
山
中
部
１
）
田

中
優
花
（
北
郷
５
）
牧
野
真
士

（
鹿
谷
４
）山
王
楓
香（
鹿
谷
４
）

田
中
優
香
（
北
郷
１
）
土
田
愛

大
（
荒
土
１
）
鈴
木
陽
介
（
荒

土
１
）

銅 

賞
▼
織
田
雪
華（
勝
山
中
部
３
）

根
賀
小
都
音
、村
山
ア
ツ
シ（
勝

山
南
部
２
）
林
い
づ
み
（
勝
山

中
部
１
）
江
守
慶
（
勝
山
南
部

１
）
笠
塚
暁
貴
（
北
郷
6
）
笠

松
光
稀
（
北
郷
５
）
佐
美
亮
、

吾
田
杏
奈
（
鹿
谷
４
）
木
下
ゆ

き
（
北
郷
３
）
木
下
詩
音
（
北

郷
２
）
三
井
壱
虎
、
島
田
優
杏

（
荒
土
１
） 

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼
木
下
桃
子
（
野
向
１
）

玉
木
美
有
（
成
器
西
６
）
福
島

夏
生（
荒
土
５
）瀧
本
碧
依（
野

向
４
）
上
山
京
柊
（
成
器
西
３
）

髙
田
飛
斗
（
野
向
２
）
前
川
穂

高
（
鹿
谷
保
・
年
長
）
松
村
遼

太
朗
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

銀 

賞
▼
松
田
大
夢
、
坂
上
奈
津
実

（
平
泉
寺
６
）
石
上
誠
大
（
成

器
西
５
）
笠
羽
秀
恵
（
荒
土
５
）

石
井
颯
人
（
荒
土
４
）
古
川
陽

夏
（
成
器
西
４
）
西
山
朔
太
郎

（
荒
土
３
）
田
中
煌
己
、
木
下

惺
渚（
野
向
２
）沼
田
健
慎（
成

器
西
２
）
古
澤
丈
典
（
野
向
１
）

酒
井
悠
真
（
鹿
谷
１
）
木
村
薫

（
松
文
保
・
年
長
）北
坂
閃
理（
平

泉
寺
保
・
年
長
）
濱
上
怜
三
（
中

央
保
・
年
中
）

銅 

賞
▼
山
内
拓
海（
野
向
６
）佐
々

木
弥
法
（
成
器
西
６
）
増
永
緒

美
（
荒
土
６
）
森
下
喬
祐
、
木

村
匠
、
長
谷
川
大
、
宮
本
百
合

奈（
成
器
西
５
）根
賀
幸
夏（
成

器
南
４
）
松
村
和
晃
、
上
野
未

陽
（
北
郷
４
）
谷
口
青
（
成
器

西
４
）
桐
嶋
皇
裕
、
神
下
力
紀

（
野
向
３
）木
下
知
輝（
村
岡
３
）

岡
田
芽
依
（
成
器
西
３
）
畑
中

雫
、
瀧
本
希
美
（
野
向
２
）
島

田
拓
磨（
鹿
谷
２
）根
津
陽（
成

器
南
１
）
山
澤
尚
斗
（
野
向
１
）

玉
木
陽
向
（
白
木
保
・
年
長
）

岡
田
旺
大
（
中
央
保
・
年
長
）

松
井
結
人
（
野
向
保
・
年
中
）

松
澤
武
彦
、
谷
口
大
雅
、
宇
佐

美
翔
大
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

※ 

ど
ち
ら
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
勝
山

市
の
入
賞
者
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全国地域安全運動中央大会
社会安全貢献賞受賞

健やか親子21全国大会
厚生労働大臣表彰受賞

　9月24日㈭に東京都の明治記念館で開催
された見出しの大会で、児童の登下校を見
守る市民団体「マイタウン・かっちゃま子
ども見守り隊」が全国防犯協会連合会の社
会安全貢献賞を受賞され、市長に報告を行
いました。

　10月8日㈭に神奈川県横浜市で開催され
た見出しの大会で、勝山市の保健推進員を
務めている立平孝子さん（62）が、長年の
活動により厚生労働大臣表彰を受賞され、
市長に報告を行いました。
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

地
震
、
火
山
噴
火
、
豪
雪
・
豪
雨
な

ど
の
自
然
現
象
は
、
地
球
の
活
動
に
よ

り
も
た
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
自
然
現
象
を

人
が
止
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
し

か
し
、
解
明
さ
れ
て
い
く
地
球
科
学
の

研
究
成
果
、
過
去
の
災
害
や
自
分
た
ち

の
地
域
の
自
然
を
学
び
、
対
応
す
る
こ

と
や
備
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
大

切
な
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
私
た
ち
が

住
む
勝
山
で
の
自
然
災
害
の
一
端
を

探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
勝
山
の
大
地
が
伝
え
る
自
然
災
害

　

勝
山
の
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
で
自
然

災
害
の
痕
跡
が
分
か
る
例
と
し
て
、
大

矢
谷
白
山
神
社
境
内
に
あ
る
巨
大
岩
塊

や
平
泉
寺
町
赤
尾
付
近
の
流
れ
山
地
形
、

壁
倉
の
樫か
し
が
か
べ

ケ
壁
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
地
形
・
地
質
遺
産
は
、
い
ず
れ
も
数

万
年
前
に
経
ヶ
岳
火
山
（
現
在
の
保
月

山
）
の
山
体
崩
壊
に
よ
り
で
き
た
地
形

で
す
。
当
時
は
ま
だ
人
間
は
居
住
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
災
害
と
な

り
得
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
一
方
、
女
神
川
が
九
頭
竜
川
と
合
流

す
る
付
近
に
「
雄
岩
、
雌
岩
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
岩
塊

が
あ
り
ま
す
。

　

１
７
２
６
年

（
享
保
11
年
）、

女
神
川
上
流
で

春
先
の
雪
解
け

洪
水
に
よ
っ
て

土
石
流
が
発
生

し
流
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ

の
大
き
な
岩
塊
と
と
も
に
大
量

の
土
砂
が
当
時
の
猪
野
口
村
を

襲
い
、
多
く
の
死
者
が
で
て
家

屋
の
ほ
と
ん
ど
が
跡
形
も
な
く

流
さ
れ
た
災
害
は
『
猪
野
口
な

が
れ
』
と
呼
ば
れ
、
勝
山
の
災
害
史
と

し
て
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
見
つ
め
よ
う
身
近
な
大
地
を

　

村
岡
地
区
で
は
「
む
ろ
こ
女
性
の
会
」

の
皆
さ
ん
が
、
村
岡
地
区
の
大
地
の
成

り
立
ち
を
自
分
た
ち
で
探
り
、
そ
の
検

証
に
も
と
づ
い
た
防
災
ク
イ
ズ
な
ど
を

作
成
し
、
村
岡
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
地
道
な
取
り
組
み
は
、
ジ
オ
パ
ー

ク
と
災
害
の
観
点
か
ら
モ
デ
ル
的
な
取

り
組
み
と
言
え
ま
す
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第16回－　ジオパークから見た自然災害－第16回－　ジオパークから見た自然災害

合宿通学での防災クイズの様子

猪野口の雄岩猪野口の雄岩
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
国
際
交
流

員
の
ナ
ン
シ
ー
で
す
。
最
近
は
と
て
も

良
い
秋
晴
れ
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
の
「
冬
」
と
似
て
い
ま
す
。

　

私
の
勝
山
の
生
活
の
中
で
、
最
も
市

民
の
皆
さ
ん
と
頻
繁
に
交
流
を
し
て
い

る
の
が
「
英
会
話
教
室
」
で
す
。
昨
年

の
９
月
か
ら
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
英
語
学
習
と
聞
く
と
文
法
や

リ
ス
ニ
ン
グ
を
想
像
し
ま
す
が
、
私
の

英
会
話
教
室
で
は
ス
ピ
ー
チ
を
し
た

り
、
音
楽
を
通
し
て
英
語
を
楽
し
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
英
語
能
力
を
高
め
る

こ
と
以
上
に
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

勝山市国際交流員
サトウ・ナンシー

あなたも英会話教室に参加しませんか？

英会話教室でポ
（持ち寄り） 
ットラックパーティー

　

英
会
話
教
室
に
参
加
す
る
の
に
英
語

能
力
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者

に
は
海
外
で
の
生
活
・
留
学
経
験
者
や
、

外
国
の
映
画
や
音
楽
に
興
味
を
持
ち
英

語
を
勉
強
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、

外
国
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し

て
参
加
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　

特
に
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
の
文
化
や

習
慣
、
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
参
加
者

と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
私
も
日
本

人
の
考
え
を
知
り
、
日
本
、
福
井
、
勝

山
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
言
語
能

力
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
上
手
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
相
手
の
国
・
地
域
の
習
慣

や
考
え
方
を
知
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
の
で

す
。

　

英
語
以
外
に
外
国
の
文
化
に
つ
い
て
学

び
た
い
と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ
英
会
話
教
室

に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

ナンシーの英会話教室
と　き▶毎週月曜日
　午後7時～ 8時30分
　※祝日・年末年始は除く
ところ▶教育会館
対　象▶20歳以上の市民
　参加費無料・申込不要
です。詳しくは左記まで
お問い合わせください。


